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　放射能を発生させ続ける原発を止めるためにゲート前で声を上げ、裁判で闘い、株主総会で提案を出
し、電力会社や地方議会や国会に意見書、要望書、提案書、請願書、陳情書、抗議書等 ・々・を何十年に
も渡って提出し、アクションを起こし続ける人たちが日本中、世界中にいます。そして、その数は確実に増
え続けていると感じます。
　11時に始まった要請書の読み上げと手渡しなど、ゲート前での行動は１２時くらいに終わりました。
その後は場所を移動し、コロナ禍で中止していた交流会が久しぶりに佐田岬半島ミュージアムの会議室で
行われました。「初めまして」の方も多数おられて楽しく有意義な時間をすごせました。時間は瞬く間に過
ぎ、午後３時に解散となり、帰路に着きました。
　主催された「原発さよなら四国ネットワーク」や共催団体、協賛団体の皆様には大変お世話になり、あ
りがとうございました。
　全ての原発を廃炉にするまで、「私たちは止まらない！」

未来を考える脱原発四電株主会共同代表　内田知子

　2023年 10月22日（日）、午前 10時から愛媛県佐田岬にある四国電力伊方原子力発電所のゲート
前で行われた「伊方集会」に参加しました。
　「伊方集会」は1986年４月のチェルノブイリ原発事故の後、「危険な原発事故を伊方で起こしてはなら
ない」と危惧する人々によって原発廃炉を求めて始められました。毎年開催され、今回でなんと37回目
だそうです。
　この息の長い抗議行動の中、伊方原発は１号機、２号機は稼働を続け、３号機は1994年に建設され
ました。抗議を続ける中で、2011年 3月11日にはあの福島原発事故が起こり、一時は国内すべての原
発が停止されました。その後伊方原発は1号機（2016年）、2号機（2018年）の廃炉が決定され、３
号機は様々なトラブルや対策工事で停止と再稼働を繰り返しています。
　「37年抗議の声を上げ続けても、福島原発の過酷事故が起こっても、原発は止まらないのか。」と悲し
い空しい気持ちにもなりますが、ゲート前で想いを同じくする人たちの声を伺っていると、あきらめてはな
らないと前向きな気持ちになり、元気を貰えます。
　ゲート前に集まる人たちの顔ぶれは、長年の間に世代交代を繰り返しつつも、「原発を止める」という先
人の想いはしっかりと引き継がれています。残された３号機の廃炉を目指して　ゲート前で「原発は止め
られる」という想いで、それぞれがスピーチしたり、歌で想いを伝えたりしました。
　秋晴れの青空と鏡のように穏やかな瀬戸内海を眺めながら「原発さえ無ければ」と強く思います。
　「伊方集会」では、毎回四国電力の社長宛に要請文を提出します。四国や九州の各市民団体等からの
要請文が読み上げられ、社長代理の広報の方に手渡されます。制服を着た警備の方に両脇を守られなが
ら要請を聞いていた代理の方は黙って要請文を受け取り、逃げるように立ち去って行きます。
　私たちは広報の方に、随分と怖がられてしまっているようです。対立しないで対話するのは本当に難し
いですね。
　原発事業が経済的に破綻しているということは、今では、政府の人も企業側も十分承知のはずなのに「や
められない、止められない」。まるで「かっぱえびせん」のような状態はなぜなのか？

第37回伊方集会に参加して

▼秋晴れの青空と鏡のように穏やかな瀬戸内海。「原発さえ無ければ」

　  田浩治氏、井原理代氏、竹内克之氏の解任。
2   太陽光発電事業者への出力抑制を行わない。
3   伊方3号機を廃炉にする。
4   伊方発電所より半径30㎞圏内の自治体と安全協
　  定を結び、同協定に本会社独自の避難計画を明記 
　  する。

■第96回（2020年）定時株主総会
提案株主136名　株数139,100株
1　佐伯勇人会長以下、全取締役の即時解任を議決する。
2　定款に前文（安全宣言）を挿入する。
3　再生可能エネルギーを2025年までに70％にする。
4　伊方敷地内に使用済ＭＯＸ核燃料を保管しない。

■第97回（2021年）定時株主総会
提案株主134名　株数132,600株
1　長井啓介社長以下、全取締役の即時解任を議決する。
2　定款前文に「脱原発の先駆者へ、新生四国電力の
　  誓い」を入れる。
3　排出二酸化炭素を2030年までに2020年度の
　  半分にする。
4　伊方敷地内の使用済核燃料乾式貯蔵施設の建設
　  を中止する。

■第98回（2022年）定時株主総会
提案株主121名　株数122,500株
1　佐伯会長、長井社長、山田原子力本部長の即時解任。
2　南海トラフ大地震に備え、避難、防護、補償計画を
　  明記。
3　伊方3号機の廃炉と再生可能エネルギーの基幹電
　  源化を明記。
4　伊方1、2号機の廃炉を2060年度までに完了と明記。

■第99回（2023年）定時株主総会
提案株主113名　株数109,200 株
1　佐伯会長、長井社長、宮崎営業推進本部長の即時
　  解任。
2　原子力事業からの撤退を定款に明記。
3　送配電部門の子会社を完全に分離する。
4　顧客の生命や財産を損なう事業活動の禁止を定款
　  に明記。

■第90回（2014年）定時株主総会　
提案株主98名　株数80,500株
１   高リスク高コストの原子力発電から撤退。
２   公益事業者として情報開示を適正、誠実に行う。
３   取締役を10名以内に（現在15名）、無配当期間
　  の役員報酬を1人当たり1,000万円以内に減らす。

■第91回（2015年）定時株主総会　
提案株主111名　株数101,600株
１   人格権を侵害する原子力発電から撤退。
２   発電に係る事業、変電と送電及び配電に係る事業、
　  他の事業をそれぞれ分離独立し、持ち株会社制を
　  導入する。
３   配当金を一株年50円とする。

■第92回（2016年）定時株主総会　
提案株主132名　株数110,000株
１   生命や暮らしと共存できない原子力事業から撤退。
２   電力自由化に対応する事業計画の策定。
３   放射性廃棄物処理計画の策定と情報公開。
４   希望する全自治体との原子力安全協定の締結。

■第93回（2017年）定時株主総会　
提案株主136名　株数116,400株
１   電気事業のうち、核反応を伴う発電は行わない。
２   伊方発電所から半径250km圏内の自治体との原
　  子力安全協定の締結。
３   福島事故及び当社の事故処理費用の電気代上乗
　  せ中止。
４   放射性廃棄物の適切な処理。

■第94回（2018年）定時株主総会　
提案株主127名　株数131,800株
1   定款の前文に原子力利用は未来永劫行わない等の
　  本会社の倫理綱領を掲げる。
2   再生可能エネルギーの開発、推進及び送電線の開
　  放、増強。
3   伊方1号機に続き、2号機、3号機を廃炉にする。
4   取締役会長千葉昭氏と取締役社長佐伯勇人氏の
　  解任。

■第95回（2019年）定時株主総会
提案株主133名　株数134,200株
1   会長千葉昭氏、社長佐伯勇人氏と社外取締役森

■第89回（2013年）定時株主総会　
提案株主85名　株数92,500株
１   定款の前文に本会社の倫理綱領を掲げる。
２   環境エネルギーの開発、推進。
３   原子力発電の再稼働停止並びに廃炉に向けての検討
　  委員会の設置。

■第88回（2012年）定時株主総会　
提案株主30名　株数30,600株
１   原子力発電から撤退。
２   放射線被曝労働を伴う事業の中止。
３   プルサーマルを中止。
４   再生可能エネルギーの開発、推進。
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